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【速報】次期教育プラン策定のためのアンケート結果（教職員） 

＜目次＞ 

１ 回答人数・属性 

（１）回答人数・率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2 

（２）属性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2 

 

２ データの集計方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P3 

 

３ 設問と回答結果 

番号 設問 ページ 

１ こどもたちにとって、これからの学校はどのような場所であることが望ましいか P5 

２ 

ア 
今のこどもたちが身につけている資質・能力が、５年前のこども

たちと比較して「優れている」と感じるのは、どのような点か 
P6 

イ 
今のこどもたちが身につけている資質・能力が、５年前のこども

たちと比較して「劣っている」と感じるのは、どのような点か 
P8 

３ 今のこどもたちが大人になった時に、どのような力が必要になると思うか P10 

４ こどもたちが学校で、困難なことなどに挑戦することについてどう思うか P10 

５ 
学校で「主体的・対話的で深い学び」を実践できているか  

また、その成果や課題は 
P11 

６ 
学校で「個別最適・協働的な学び」を実践できているか 

 また、その成果や課題は 
P11 

７ 
「こどもまんなか社会」を意識した取組を学校で進めているか 

 また、現在取り組んでいることや課題は 
P12 

８ 勤務する学校は、こどもにとって「安全・安心な居場所」になっているか P12 

９ 
勤務する学校が、こどもにとって「安全・安心な居場所」として機能す

るためには、今後どのような取組を進めていくべきか 
P13 

１０ 勤務する学校は、「チーム学校」としてチーム力があると思うか P13 

１１ 「チーム学校」としてチーム力を高めるためには、何が必要だと思うか P13 

１２ 教職員の仕事をしている中で、どのようなときに幸福感・充実感を覚えるか P14 

１３ 教職員の仕事をしている中で、どのようなときに悩みや苦しさを覚えるか P15 

１４ 北九州市や学校が、こどもの教育に関し、今後５年間でどのようなこと

に取り組んでいくべきか 
P16 
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１ 回答人数・属性 

（１）回答人数・率 

 対象者数 回答人数 回答率 

教職員 5,922 人 1,633 人 27.6% 

 

（２）属性 

①年齢 

24 歳以下 25 歳～29 歳 30 歳～39 歳 40 歳～49 歳 50 歳～59 歳 60 歳以上 未回答 

90 人 189 人 408 人 338 人 356 人 221 人 31 人 

5.5% 11.6% 25.0% 20.7% 21.8% 13.5% 1.9% 

 

②校種 

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 その他 
（幼稚園、専修学校） 

未回答 

926 人 583 人 1 人 107 人 14 人 2 人 

56.7% 35.7% 0.1% 6.6% 0.9% 0.1% 

 

③役職 

校長 副校長 教頭 園長 主幹教諭 指導教諭 教諭 

94 人 0 人 98 人 3 人 60 人 20 人 994 人 

5.8% 0.0% 6.0% 0.2% 3.7% 1.2% 60.9% 

養護教諭 栄養教諭 学校事務職員 常勤講師 養護助教諭 栄養代理教諭 事務代理職員 

73 人 21 人 60 人 144 人 11 人 5 人 6 人 

4.5% 1.3% 3.7% 8.8% 0.7% 0.3% 0.4% 

教委・課長 教委・係長 教委・指導主事 教委・係員 その他 未回答  

2 人 0 人 2 人 1 人 17 人 22 人 

0.1% 0.0% 0.1% 0.1% 1.0% 1.3% 

 

④勤続年数 

５年未満 ５年以上１０年未満 １０年以上２０年未満 ２０年以上３０年未満 

388 人 281 人 393 人 152 人 

23.8% 17.2% 24.1% 9.3% 

３０年以上４０年未満 ４０年以上 
非正規職員 

（常勤講師、養護助教諭など） 
未回答 

294 人 66 人 41 人 18 人 

18.0% 4.0% 2.5% 1.1% 
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２ データの集計方法 

①選択肢の中から、１つ選択する設問 

  〇グラフについては、各選択肢に対する割合を集計し、円グラフで表記した。 

  〇選択肢ごとの回答件数を「総回答人数（1,633 人）から未回答の人数を引いた人

数」（以下、「回答人数」という。）で割ったものを、各選択肢に対する割合（％表

記）とした。 

 

 ②選択肢の中から、複数の選択が可能な設問 

  〇グラフについては、各選択肢に対する割合を集計し、棒グラフで表記した。 

  〇選択肢ごとの回答件数を、回答人数で割ったものを、各選択肢に対する割合（％表

記）とした。そのため、各選択肢に対する割合を合計すると 100％を超えることが

ある。 

 

 ③自由記述 

  〇記載内容から、概ね 10 程度のグループを作成し、回答内容をそのグループに紐づ

けた。なお、1件の回答で、複数のグループに該当する場合は、該当するグループ

すべてに紐づけた。 

  〇グラフについては、各選択肢に対する割合を集計し、棒グラフで表記した。 

  〇選択肢ごとの回答件数を、回答人数で割ったものを、各選択肢に対する割合（％表

記）とした。そのため、各選択肢に対する割合を合計すると 100％を超えることが

ある。 
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（このページは白紙です） 
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３ 設問と回答結果 

１ 

こどもたちにとって、これからの学校はどのような場所であることが望ま

しいと思いますか？最大で３つまで選んでください。 

選択肢にない場合は、「⑩その他」に記入して下さい。 

 

 回答 件数 割合 

① こどもたちが、友だちと仲良く楽しく過ごせる場所 964 59.3% 

② 家庭以外で、安全に安心して過ごせる場所 621 38.2% 

③ こどもの好奇心を育て、持っている可能性を引き出して伸ばす場所 890 54.7% 

④ こどもの意見をよく聞き、こどもも学校運営に参画する一員となる場所 94 5.8% 

⑤ 礼儀正しさや、高い規範意識・倫理観を身につける場所 645 39.6% 

⑥ 危険や困難にあっても、自分で自分を守れる力を身につける場所 378 23.2% 

⑦ 授業や放課後で、様々な体験の機会を提供する場所 257 15.8% 

⑧ こどもの個性・多様性を深く理解し、こどもが生きづらさを感じない場所 498 30.6% 

⑨ 指導力に優れた教職員が充実している場所 264 16.2% 

⑩ その他 29 1.8% 

（総回答件数 N=4,640、回答人数 N＝1,627） 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 
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２ 

あなたの学校に限らず、今のこどもたちが身につけている資質・能力が、

５年前のこどもたちと比較して 

ア 優れている、イ 劣っている 

と感じるのは、どのような点ですか？ 

ア、イのそれぞれについて、最大５つまで選んでください。 

どれも「変わらない」と感じる場合は、答えなくても構いません。 

ア 優れている 

  件数 割合 

① 基礎学力 132 8.1% 

② 表現力 255 15.6% 

③ 読解力 29 1.8% 

④ 数理能力（数学・記号・式を扱うことが嫌いではない） 42 2.6% 

⑤ 論理的思考力 30 1.8% 

⑥ 発想力 302 18.5% 

⑦ 創造力 165 10.1% 

⑧ 行動力 109 6.7% 

⑨ 計画的に取り組む力 50 3.1% 

⑩ 体力 40 2.4% 

⑪ 社会問題への関心 197 12.1% 

⑫ 歴史への関心 23 1.4% 

⑬ 自然環境（人間と自然とのかかわりに関心がある） 91 5.6% 

⑭ 規範意識・倫理観 74 4.5% 

⑮ 情報の収集・理解・活用力 734 44.9% 

⑯ 課題設定・解決能力 24 1.5% 

⑰ 自己主張・プレゼン力 403 24.7% 

⑱ 自己肯定感 72 4.4% 

⑲ 幸福感 26 1.6% 

⑳ 主体性・意欲 36 2.2% 

㉑ 他人を思いやる心・協調性 164 10.0% 

㉒ 多様性への理解 653 40.0% 

㉓ 人を支え、人から支えられる力 52 3.2% 

㉔ コミュニケーション力 82 5.0% 

㉕ 困難にくじけず対応する力 7 0.4% 

㉖ 失敗を恐れず挑戦する力 11 0.7% 

㉗ 遊ぶ力 157 9.6% 

（総回答件数 N=3,964、回答人数 N＝1,473） 
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５年前のこどもたちと比較して「ア 優れている」と回答した項目のグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ 
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イ 劣っている 

  件数 割合 

① 基礎学力 609 39.4% 

② 表現力 298 19.3% 

③ 読解力 423 27.4% 

④ 数理能力（数学・記号・式を扱うことが嫌いではない） 124 8.0% 

⑤ 論理的思考力 232 15.0% 

⑥ 発想力 122 7.9% 

⑦ 創造力 137 8.9% 

⑧ 行動力 177 11.5% 

⑨ 計画的に取り組む力 156 10.1% 

⑩ 体力 669 43.3% 

⑪ 社会問題への関心 113 7.3% 

⑫ 歴史への関心 40 2.6% 

⑬ 自然環境（人間と自然とのかかわりに関心がある） 33 2.1% 

⑭ 規範意識・倫理観 307 19.9% 

⑮ 情報の収集・理解・活用力 15 1.0% 

⑯ 課題設定・解決能力 71 4.6% 

⑰ 自己主張・プレゼン力 77 5.0% 

⑱ 自己肯定感 319 20.6% 

⑲ 幸福感 89 5.8% 

⑳ 主体性・意欲 147 9.5% 

㉑ 他人を思いやる心・協調性 261 16.9% 

㉒ 多様性への理解 10 0.6% 

㉓ 人を支え、人から支えられる力 60 3.9% 

㉔ コミュニケーション力 391 25.3% 

㉕ 困難にくじけず対応する力 572 37.0% 

㉖ 失敗を恐れず挑戦する力 430 27.8% 

㉗ 遊ぶ力 166 10.7% 

（総回答件数 N=6,055、回答人数 N＝1,545） 
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５年前のこどもたちと比較して「イ 劣っている」と回答した項目のグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ㉖ ㉗ 
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３ 

今のこどもたちが大人になった時に、どのような力が必要になると思いま

すか？最大で３つまで選んでください。 

選択肢にない場合は、「⑪その他」に記入して下さい。 

 

 回答 件数 割合 

① デジタル化やグローバル化への対応 706 43.6% 

② 論理的思考力、人生観・価値観・哲学 215 13.3% 

③ 基礎的な学力 216 13.3% 

④ 
多様な情報を正しく選択・理解して、

活用する力（リテラシー） 
736 45.4% 

⑤ 
主体的に思考・行動し、挑戦する意欲

や力 
522 32.2% 

⑥ 課題解決力 330 20.4% 

⑦ 
困難にあってもくじけず、しなやか

に立ち直る力（レジリエンス） 
897 55.3% 

⑧ 国際的なコミュニケーション力 242 14.9% 

⑨ 協調性・思いやり・多様性への理解 640 39.5% 

⑩ 高い倫理観・礼節 123 7.6% 

⑪ その他 17 1.0% 

（総回答件数 N=4,644、回答人数 N＝1,621） 

 

 

４ 

こどもたちが学校で、初めてのことや困難なこと、よりレベルが高いこと

に挑戦することについてどう思いますか？１つ選んでください。 

選択肢にない場合は、「③その他」に記入して下さい。 

 

回答  件数 割合 

① 

失敗を重ねた方が人間として強く

なり、成長もするので、積極的に挑

戦させたい 

572 35.5% 

② 

安心して失敗できるよう、周りがフォロー

する体制や本人がやり直せる環境を整えた

上で挑戦させたい 

935 58.0% 

③ 
成功体験を重ねることで自信をつけさせた

いので、失敗をしない程度に挑戦させたい 
78 4.8% 

④ 

失敗から立ち直れなくなるといけ

ないので、できるだけ失敗させたく

ない 

6 0.4% 

⑤ その他 20 1.2% 

（総回答件数 N=1,611、回答人数 N＝1,611） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

① 

35.5% 

② 

58.0% 

③ 

4.8% 

④ 0.4% ⑤ 1.2% 
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５ 

あなたは、学校で「主体的・対話的で深い学び」を実践できていますか？

１つ選んでください。 

①～④を選択した場合は、成果や課題を自由記入欄に記載してください。 

 

 質問 件数 割合 

① できている 108 6.7% 

② ややできている 824 51.1% 

③ あまりできていない 383 23.7% 

④ できていない 35 2.2% 

⑤ 授業を担当していないのでわからない 263 16.3% 

（総回答件数 N=1,611、回答人数 N＝1,611） 

 

 

 

 

 

 

（「成果や課題」は、現在集計中） 

 

６ 

あなたは、学校で「個別最適・協働的な学び」を実践できていますか？ 

１つ選んでください。 

①～④を選択した場合は、成果や課題を自由記入欄に記載してください。 

 

 質問 件数 割合 

① できている 119 7.4% 

② ややできている 797 49.5% 

③ あまりできていない 390 24.2% 

④ できていない 48 3.0% 

⑤ 授業を担当していないのでわからない 256 15.9% 

（総回答件数 N=1,610、回答人数 N＝1,610） 

 

 

 

 

 

 

（「成果や課題」は、現在集計中） 

 

  

① 

6.7% 

② 

51.1% 

③ 

23.7% 

④ 

2.2% 
⑤ 

16.3% 

① 

7.4% 

② 

49.5% 

③ 

24.2% 

④ 

3.0% 

⑤ 

15.9% 
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７ 

あなたは、「こどもまんなか社会」を意識した取組を学校で進めています

か？１つ選んでください。 

①～④を選択した場合、現在取り組んでいること、今後やろうとしている

こと、課題などを自由記入欄に記載してください。 

 

 質問 件数 割合 

① できている 97 6.5% 

② ややできている 578 38.8% 

③ あまりできていない 457 30.7% 

④ できていない 182 12.2% 

⑤ 授業を担当していないのでわからない 274 18.4% 

（総回答件数 N=1,588、回答人数 N＝1,588） 

 

 

 

 

（「成果や課題」は、現在集計中） 

 

８ 
あなたが勤務する学校は、こどもにとって「安全・安心な居場所」になっ

ていると思いますか？１つ選んでください。 

 

 質問 件数 割合 

① なっている 1,031 65.5% 

② 十分ではない 515 32.7% 

③ なっていない 27 1.7% 

（総回答件数 N=1,573、回答人数 N＝1,573） 

 

 

 

 

  

① 

6.5% 

② 

38.8% 

③ 

30.7% 

④ 

12.2% 

⑤ 

18.4% 

① 

65.5% 

② 

32.7% 

③ 1.7% 
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９ 

あなたが勤務する学校が、こどもにとって「安全・安心な居場所」として

（より十分な形で）機能するためには、今後どのような取組を進めていく

べきか、自由に記入ください。 

 

（現在集計中） 

 

１０ 
あなたが勤務する学校は、「チーム学校」としてチーム力があると思いま

すか？１つ選んでください。 

 

 質問 件数 割合 

① ある 497 31.4% 

② ややある 796 50.3% 

③ あまりない 234 14.8% 

④ ない 56 3.5% 

（総回答件数 N=1,573、回答人数 N＝1,573） 

 

 

 

 

 

 

１１ 

「チーム学校」としてチーム力を高めるためには、何が必要だと思います

か？最大で３つまで選んでください。 

選択肢にない場合は、「⑩その他」に記入して下さい。 

 

 回答 件数 割合 

① 授業方法に関する研修の充実 318 20.3% 

② 学校内での意見交換の機会の充実 994 63.3% 

③ 教職員の提案の採用 337 21.5% 

④ 校・園長の強いリーダーシップ 516 32.9% 

⑤ 教育委員会によるバックアッ

プ体制の強化 

258 16.4% 

⑥ ワークライフバランスの推進 715 45.5% 

⑦ 休暇取得（男性の育休取得な

ど）に対する理解促進 

198 12.6% 

⑧ 他校や他都市の優良事例の展開 127 8.1% 

⑨ ICT を活用した業務改善の推進 198 12.6% 

⑩ その他 162 10.3% 

（総回答件数 N=3,823、回答人数 N＝1,570） 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

① 

31.4% 

② 

50.3% 

③ 

14.8% 

④ 3.5% 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 
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１２ 
教職員の仕事をしている中で、どのようなときに幸福感・充実感を覚えま

すか。自由に記入してください。 

 

 回答 件数 割合 

① 

こどもに関すること 
 ○こどもたちの笑顔や成長を感じられるとき 
 〇こどもから感謝をされたとき 
〇卒業式 
 ○こどもが大人になって「あの時、先生が言っていた意味が今ならわかる」 
と言われたとき                   など 

1,000 88.8% 

② 

教職員に関すること 
 ○自分が職場に役立っていると思えたとき 
 ○先輩教諭が話をゆっくり聞いてくれたとき 
 ○職員で協力して一つの仕事（学校行事）を成し遂げたとき 
 ○職員が、こどもの成長を笑顔で報告してくれるとき   など 

93 8.3% 

③ 

保護者に関すること 
 ○保護者に感謝されたとき、信頼関係が築けたとき 
 ○来年も担任をして欲しいと言われたとき 
 ○保護者からのクレームがないとき           など 

46 4.1% 

④ 
業務の遂行に関すること 
○よい授業ができたときや教材研究をする時間 
 ○学校運営・生徒指導上、困難な事案を解決できたとき  など 

75 6.7% 

⑤ その他 49 4.4% 

（総回答件数 N=3,823、回答人数 N＝1,570） 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ 

回答人数  1,570 人（96.1％） 
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１３ 
教職員の仕事をしている中で、どのようなときに悩みや苦しさを覚えます

か。自由に記入してください。 

 

 回答 件数 割合 

① 

こどもに関すること 
 ○こどもが悩んでいたり、苦しんでいたりするとき 
 ○こどもの心が教員に向いていないとき 
 ○生徒指導がうまくいかないとき  
○不登校などのこどもたちの支援が上手くいかないとき   など 

282 24.8% 

② 

教職員に関すること 
 ○教員間でチームワークが取れないとき 
 ○一人職なので、孤独を感じる時がある 
 ○自分の思いを管理職に理解してもらえないとき 
 ○違う思いの教員に、どのようにアドバイスするか迷う   など 

369 32.5% 

③ 

保護者・地域に関すること 
 ○保護者からの苦情を受けたとき 
 ○理不尽な保護者対応 
 ○保護者に自分の考えを分かってもらえないとき      など 

282 24.8% 

④ 
業務に関すること 
○仕事が多く大変なとき、休憩時間がほとんどないとき 
○あゆみや指導要録、採点など事務仕事がたまっているとき など 

320 28.2% 

⑤ 
教育施策に関すること 
○システム（体制）が古い 
○文科省や教育委員会の現場の状況を考えない様々な対策  など 

19 1.7% 

⑥ 
学校教育以外に関すること 

○教員では対応困難なネットトラブル           など 
5 0.4% 

⑦ 
その他 
 ○価値観の差が年々大きくなり、学校としてできる事は狭まってきている  など 

94 8.3% 

（総回答件数 N=1,371、回答人数 N＝1,135） 

 

 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

回答人数  1,135 人（69.5％） 
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１４ 

北九州市や学校が、こどもの教育に関し、今後５年間で（※さらにその先

を見据えた視点でも構いません。）どのようなことに取り組んでいくべき

か、自由なご意見をお聞かせください。 

 

 回答 件数 割合 

① 教職員の増加・クラス人数の減少 279 29.6% 

② 業務改善（システム導入・業務削減など） 137 14.6% 

③ 教職員の質の向上 128 13.6% 

④ 教育環境の整備 89 9.5% 

⑤ 学校の役割の明確化 79 8.4% 

⑥ 授業スタイルの転換（個別最適な学び、ICT を活用した学びなど） 77 8.2% 

⑦ 処遇改善・魅力発信 73 7.8% 

⑧ 基礎学力・体力の向上 41 4.4% 

⑨ 対話 36 3.8% 

⑩ 安全で安心できる居場所づくり 33 3.5% 

⑪ 体験学習の増加 29 3.1% 

⑫ 意識改善（こども・保護者・地域・教職員） 25 2.7% 

⑬ レジリエンス 25 2.7% 

⑭ 自主性・主体性の育成 17 1.8% 

⑮ 自己肯定感を高める取組 9 1.0% 

⑯ 多様な個性を認める学校 9 1.0% 

⑰ 他者の尊重・思いやり 7 0.7% 

⑱ 校長のリーダーシップ 5 0.5% 

⑲ その他 81 8.6% 

（総回答件数 N=1,179、回答人数 N＝941） 

 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ 

回答人数  941 人（57.6％） 


